
2024 年 3 月 17 日主日礼拝説教 

『深く掘り下げ、岩の上に土台を』 

ルカの福音書 6：46～49 

序．実践しようとしましたか？ 

 今日の箇所は、イエス様の平地の説教の締めくくりとなるところです。人前で話す時、誰でもその終わり方に

は注意を払います。終わりよければすべてよしと言いますが、最後の印象が話し全体の印象を左右することがあ

るからです。イエス様は 41 節から畳み掛けるようにいくつもの譬えを語ってきました。そのどれもが、聞いた

教えを実際に行う人になるようにという警告でした。行わない人が教えるなら、導く人も導かれる人も穴に落ち

ます。自分の目の梁に気が付いていない人が、他人の目のちりを取ろうとするので争いが起きます。しかし、だ

から私たちはお互いに何も指摘し合わないようにしましょうとなるのではありません。私たちが互いに正しい道

に進むよう教えあい、上手に相手の目のちりを取り除けるひとになるようにとイエス様は励ましているのです。 

 だから、私たちは悪い木から良い実を生み出そうとするのではなく、自分自身の心がキリストによって良い木

になるように御言葉を実践する必要があるのです。自分の目の梁を取り除き、良い倉から良いものを取りだすよ

うに、良い心から良い言葉を話すようになるのです。 

 先週と同じ質問を投げかけたいと思います。「聞いたみことばを、実践しようとしましたか？」具体的に御言

葉の一節を選んで実践しようとした人なら、きっと痛感したはずです。なんと私は御言葉を聞くだけで行わず、

右から左に忘れていき、それにもかかわらず自分の目の梁に気が付けないものだろうか、と。また、実践しよう

と挑戦できなかった人もまた、同様に、御言葉の実践が難しいということが分かったことでしょう。そのように、

自分の罪に気が付き、神様に喜ばれる善を行うという取り組みは、生まれつきの罪人である私たちにとっては自

然なことではないのです。ご飯を食べるように、水を飲むようには取り組めません。自分の内側の問題に目を向

け、神様に祈りながら御言葉を心に刻み、思っていても出来ないことを経験していく必要があるのです。 

 み言葉を行うというのは、0 か 100 か、イエスかノーかというものではありません。取り組んだか、取り組ま

なかったかという意味ではイエス・ノーになりますが、取り組んでもそれで私たちが内側からすぐに良い木にな

るというものではありません。まずは、取り組もうとすること。絵をかく人が、鉛筆の線を一本一本と書き加え

ていってデッサンを完成させるように、生活の中に御言葉の線を書き加えていくのです。0 は 0 のままですが、

書き加えられた一本は、確かな一本の線になります。それが積み重なって、御言葉は私たちの心に刻まれ、考え

方となり、習慣となり、生き方になっていくのです。平地の説教最後のたとえ話は、そのような御言葉を実践し

ようとする取り組みの大切さを鮮やかに見せようとしています。 

１．イエス「なぜあなたがたは…わたしの言うことを行わないのですか」 

・たとえ話の肝は 

 最初のイエス様の語りかけは、挑戦的です。46 節「なぜあなたがたは、わたしを『主よ、主よ』と呼びなが

ら、わたしの言うことを行わないのですか。」私たちもイエス様の説教をその場で聞いていたら、この部分で「は

っ」と顔を上げたかもしれません。皆、これまでの話を聞いて、納得し、うなずきながら、そうだそうだと思っ

ていたことでしょう。しかし、イエス様はそんな人々の様子を見て満足したのではありませんでした。むしろ、

納得して、満足して、今日もいい教えを聞いたなぁと思っている人々の心を、ぐっと掴んだのです。私には、こ

の話を聞いた後のあなたたちの暮らしが見えます。「主よ、主よ」と神様に祈っているにもかかわらず、今日聞

いた私の言葉を行おうとしないでしょう、と。イエス様はいつも大胆に人の心の中に入ってきます。ある人はこ

の失礼な言葉に苛立ったかもしれません。しかし、偉そうなやつだと腹を立てたとしても、その怒りをもって御

言葉を実践したならそれほど素晴らしいことはありません。ともかく、御言葉は実践されなければ、薬にも毒に

もならないからです。 

 



 このたとえ話のスポットライトがどこに当たっているのかを最初に明確にしておくことは有意義です。二人の

対照的な人物が出てきますが、前者と後者の違いは何でしょう。前者は 47 節「わたしのもとに来て、わたしの

ことばを聞き、それを行う人がみな」です。後者は 49 節「聞いても行わない人は」です。違いは「行うか、行

わないか」なのです。このたとえは、決してキリストのもとに来る人か、来ない人か、ではありません。また、

聖書の教えを聞いている人か、または聞いていない人かでもありません。ここに出ている二人は、どちらもイエ

ス様のもとにやって来た人です。そして、キリストの言葉を聞き、聖書の教えを耳に入れた人なのです。ですか

ら、ここにいる私たち読者は、この前者にも後者にも両方になりうるということです。肝心なのは、ただ聞いて

いることではなく、聞いて行う人になることだからです。 

・家の建設 

 興味深いのは、家の建設に御言葉の実践を譬えたところです。それも土台の部分です。聞いたみことばを生活

の中で実践しようとすることは、「地面を深く掘り下げ、岩の上に土台を据えて、家を建て」ることです。聞い

たみことばを、聞くだけで行わない人は「土台なしで地面に家を建てた人」です。どちらもそれぞれに自前の家

を建てているのです。ですから、傍目から見れば両者に違いはありません。しかし土台に違いがありました。片

方は、その土台の下に岩を据えるために、まず地面を深く掘り下げるという下準備をしていました。御言葉の実

践にも、このような側面があります。「祈りましょう」と聞いて、皆さんは祈ることにどれくらい取り組んだこ

とがあるでしょうか。個人的な祈りが本当に神様との個人的な交わりを楽しむものになるためには、何度も挑戦

する必要があることを経験者は知っています。聖書を読むことも同じです。何度も繰り返し通読する中で、聖書

の読み方が分かるようになってきます。説教も、聞いただけでは1週間後には見事に記憶から消え去るでしょう。

意識的に時間をつくり、思い出し、聖書を開くことが、人生の土台に聖書を据えることになるのです。 

 み言葉の実践は、家を建てることではなく、地面を深く掘り下げて土台石を据えることだと、イエス様は譬え

たのです。それは人目に見えるような派手な取り組みではありません。ただ神様の前に、自分自身で取り組んで

いく誠実な信仰の取り組みです。私たちはどちらかというとすぐ目に見える成果が気になります。良い木悪い木

の譬えで言えば、手っ取り早く良い実が欲しいと思います。しかし、重要なのは、私たちの心が良い木になって

いるかどうかであって、心を放置したままで見せかけの良い実を求めても失敗します。良い木になろうと思うの

ならば、外側の立派さを欲しがるのでなく、自分の心が御言葉に従って生きるように整えていくことが必要です。 

２．家の真価が問われる時 

そしてこの譬えが見事だと思われるのは、御言葉を実践している生活というのは、その真価が問われる時が来

るという次の展開が来るからです。このたとえは、大きな地震や津波を経験している私たちにはとても身近に響

きます。家の土台がどのように作られているか。平穏無事な暮らしをしている時には誰もかれも忘れています。

そのように、一見すると何の問題もなく暮らしている時には、皆私の人生は磐石でこのまま進んで行くのだろう

と高をくくっています。 

しかし、人生の洪水が家に押し寄せてきたとき、その土台がどこに据えられていたかが明らかになるのです。

御言葉の実践という地味な取り組みをしている人は、生活の中に聖書を開くという習慣があり、祈るという精神

的な柱があります。また教会の礼拝を守り行っているので、自己中心に閉じこもる誘惑から引き離されています。

イエス様が譬えたように、両者の違いは洪水に遭うか遭わないかではないのです。むしろ神様の御言葉を聞いて

いるどちらの家にも、人生の洪水はおとずれるのです。しかし、生活の土台に御言葉の実践がある人は、洪水の

中でも立ち続け、びくともしないのでした。 

逆に、生活の中に聖書を開いて思い巡らす習慣がなく、個人的な思いを神様に祈る時間もなく、神の家族の交

わりが欠けていれば、人生の洪水の時に家を大地につなぎとめる土台が無いのです。平和な時には立派なように

見えていた家も、すぐに倒れ、しかも倒れ方はひどいものとなります。イエス様があえてこのようなショッキン

グな結末で話を結ぼうとしたのは、実に私たちが聞くだけで行わない傾向が強いからです。そして家がぺしゃん

こになってしまう危険といつもとなり合わせだからです。 



なかなか、痛い目に遭わないと私たちは自分の目の梁がどれほどのものなのか気が付かないものです。気を付

けようと思っていても気が付けないのです。人生の洪水の日に、あぁこれが聞いても行わないことの恐ろしさか

ぁと悲しむのは残念なことですが、もしそうなったとしても、そこで悔い改めて、本当にイエス・キリストの罪

の赦しを自分のものとして生きる必要があると知るなら、それもまた益となるでしょう。本当に残念なのは、家

が倒れてもなお、自分の罪の問題に気が付けず、イエス・キリストの十字架の必要を認められないことです。 

 

神様は、私たちに本当に忍耐強く恵みを注いでくださいます。私たちが土台を聖書の御言葉に据えるのをすっ

かり忘れて、あぁ立派な家が建ったとのん気に暮らしていても、神様はずっと待っておられます。神様は今日も

「なぜあなたがたは、私を『主よ、主よ』と呼びながら、わたしの言うことを行わないのですか」と呼びかけて

おられます。一人ひとりが自分の罪を悔い改めて、聖書の言葉に従って生きるようになる時を待っておられるの

です。 

洪水が押し寄せることによってであっても、それでキリストを信じることが出来れば幸いです。そのような経

験をして初めて、私たちは聖書の言葉を実践することの大切さを本当に痛感するようになるからです。 

むすび．みことばを聞いて行う：地面を深く掘り下げ、岩の上に土台を据えて、家を建てる 

最後に、もう一度このたとえの最も重要なところに焦点を当て直して終わりにしたいと思います。ともすると、

土台なしの家がひどい倒れ方をしたというところが最も印象に残ってしまいやすいものです。しかし、この譬え

の肝は、キリストの言葉を聞いて行うことが、「地面を深く掘り下げ、岩の上に土台を据えて、家を建てる」こ

とに譬えられているというところです。この人目につかない、コツコツとした作業が、人生全体を頑丈に支える

もっとも大切な作業なのです。今日救いを受け取る人も、またすでに救いを受け取った人も、そしてまだ救いを

受け取っていない人も、今日のメッセージに行動をもって応答したいと思います。聞いても行わない人ではなく、

聞いてそれを行う人になりましょう。聖書の言葉が、私たちの生活の中で命となり、家の土台石となり、良い木

から良い実をみのらせる人生に進んで行きたいと思います。 
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